
水力発電装置 2019

こんなことが出来ます！

大雨や洪水などの災害に強い水力発電装置です。
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ライセンス情報

　水車を中空円筒状の回転体とし、その
円筒面に「くの字形」の凹溝を形成して、
船首状の先端部を有する本体部に収納し
て係留するので、流木等の異物が接触し
ても破損が生じにくい。

　従来の水力発電装置では、水車に対する
水面の高さが変動すると発電量にばらつき
が生じたり、水流と共に流れてくる流木等
の異物が水車を破損させたりして発電効率
の低下が生じる恐れがあった。

•水面高さや水流の変化に対応できるた
め、高い発電状態が維持できます。
•短時間で設置でき、異物が絡みにくいた
めメンテナンスが容易です。
•固定式ではないため、大雨や洪水の被害
を受けにくい構造です。
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　水流を受けて回転する回転体を中空円筒状として「くの字形」の凹溝を形成し、この回転体を本体部の下
面側に形成した収納凹部に収納し、この収納凹部近傍を流動する水を、本体部に形成した排出孔から排出
する構造にしたので、水面の高さ変動に対応でき、異物が接触しても破損しにくく、水流の乱れが生じにくい。
　本体部は船首に相当する先端部を有するので、水流に対して上流を向いた状態を安定的に保持できる。

（流木等の異物に強い水力発電装置）
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ガード部材

くの字形凹溝

グレーチングの交換・取替工法
（既設現場打ち横断側溝の上部再生工法）

2015

こんなことが出来ます！
コンクリート蓋の掛かったままの横断側溝、グレーチングの
がたつく横断側溝を低コスト短期間で再生します。
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　既設の側溝の下部はそのままに、損傷した上部
だけをカット・除去しグレーチングで再生します。
側溝上部１５ｃｍ位しか壊さないので重機は必要あ
りません。廃材の発生も最小限で済みます。

　側溝の横断部には他の部分より多くのコンク
リートが使われ、取り壊すには大きな重機が必要
であり、また廃材もたくさん発生します。道路の横
断部であり通行止めも必ず必要となります。

　道路維持を担当される発注者の方に是非
見て頂きたい製品と工法です。詳しくは「か
んたんグレーチング」で検索して下さい。
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12）技術指導の意思 ■有 □無
13）実施実績　　■有 □試作 □実験 □無
14）事業化実績 ■有 □無
15）実施権許諾実績 ■有 □無
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　今では道路の横断側溝はコンクリート二次製品で構築されますが、以前は現場打ちの側溝が主でコンク
リートの蓋が掛けられていました。そんな側溝の下部はそのままに上部だけを新設同様に再生します。
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